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公益社団法人 青梅法人会 
税と経営と地域の情報誌こだま

新年のごあいさつ
令和6年度納税関連表彰
GO NISHITAMA

税に関する絵はがきコンクール

青梅法人会活動レポート

税のコラム 税と暮らしを考えよう
　～マイナポータルの活用～
ZOOM UP　
人 -ひと-   武州工業株式会社 林 英夫さん
健康にアプローチ
カーボンニュートラルに向けた取組み【PR】 
青梅税務署からのお知らせ
税についての作文
地元のおすすめ飲食店　空楽（羽村市）
新入会員のご紹介/編集後記
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第44回 税制改正要望鹿児島全国大会
全国青年の集い（福井大会）
オープンフェスティバル/西多摩まるごといただきます
ミニタックス広場/コミュニティ倶楽部/支部・部会活動等
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長
　

菊
池
一
夫

青
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税
務
署

署
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田
昭
彦

新 年 の ご あ い さ つ

地
域
貢
献
と
税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
と
し
て
の
法
人
会
を

　
謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
世
界
各
国
で
選
挙
が
相
次
ぎ
、
政
権
に
揺
ら
ぎ
が
起
こ
っ
た
年
で

し
た
。
ア
メ
リ
カ
で
も
保
守
政
権
が
復
活
し
、
日
本
に
も
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
す
大
転
換
が
始
ま
る
だ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
日
本
で
は
、
社
会
や
経

済
の
不
安
定
な
状
況
が
続
き
、
物
価
上
昇
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
増
加
に

多
く
の
人
々
が
直
面
し
、
企
業
も
従
業
員
の
生
活
を
守
る
た
め
に
、
知
恵
を

絞
り
な
が
ら
取
り
組
ん
で
き
た
１
年
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
な
か
で
、
青
梅
法
人
会
は
工
夫
を
し
な
が
ら
各
種
事
業
を
展
開

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
租
税
教
室
や
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
と

い
っ
た
公
益
事
業
で
は
、
継
続
的
に
地
域
の
若
い
世
代
に
税
の
大
切
さ
を
伝

え
る
機
会
を
設
け
ま
し
た
。
他
に
も
「
青
梅
マ
ラ
ソ
ン
公
式
給
水
活
動
」「
ケ

ン
ト
ギ
ル
バ
ー
ト
様
を
お
招
き
し
て
の
講
演
会
」「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
W
O
N
K

の
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
」
等
々
沢
山
の
会
員
の
皆
様
の
協
力
で
、
多
く
の
地

域
の
皆
様
に
ご
参
加
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
青
梅
法
人
会
の
一
連
の
活
動
を
上
部
団
体
に
紹
介
し
た
結
果
、
優

秀
賞
を
受
賞
す
る
と
い
う
栄
誉
も
得
ま
し
た
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
が
評
価

さ
れ
、
地
域
に
根
差
し
た
活
動
が
さ
ら
に
活
発
化
し
て
い
る
こ
と
を
誇
り
に

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
２
０
２
５
年
も
、
税
の
公
共
的
な
重
要
性
と
中
小
企
業
や
働
く
皆
さ
ま
の

立
場
で
考
え
た
税
制
改
正
要
望
に
注
力
し
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
、
そ
し
て

地
域
の
皆
さ
ま
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
イ
ベ
ン
ト
や
研
修
事
業
を
よ
り
一

層
充
実
さ
せ
、
法
人
会
の
役
割
を
果
た
し
て
い
き
ま
す
。

　
青
梅
法
人
会
は
、
会
員
の
皆
さ
ま
の
協
力
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

貴
重
な
時
間
を
割
い
て
公
益
事
業
に
携
わ
っ
て
く
だ
さ
る
こ
と
に
感
謝
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
、
皆
さ
ま
と
共
に
変
化
し
、
地
域
の
未
来
の
一
助
を
担
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
皆
さ
ま
の
益
々
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
祈
念
し
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
ら
ゆ
る
税
務
手
続
が
税
務
署
に
行
か
ず
に
で
き
る
社
会
を

　
令
和
７
年
の
年
頭
に
当
た
り
、
謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
旧
年
中
は
、
菊
池
会
長
を
は
じ
め
役
員
の
皆
様
並
び
に
会
員
の
皆
様
に
は
、

税
務
行
政
に
対
す
る
深
い
ご
理
解
と
多
大
な
る
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　
貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た
社
会
貢
献
活
動
を
積
極
的
に

展
開
さ
れ
、
正
し
い
税
知
識
の
普
及
と
納
税
道
義
の
高
揚
に
ご
尽
力
い
た
だ
い

て
お
り
、
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
国
税
当
局
に
お
い
て
は
、
納
税
者
利
便
の
向
上
や
税
務
行
政
全
体
の

効
率
化
に
加
え
、
社
会
全
体
の
Ｄ
Ｘ
推
進
へ
の
貢
献
も
図
る
観
点
か
ら
、
税
務

行
政
の
Ｄ
Ｘ
の
更
な
る
推
進
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。「
適
正
な
申
告
等
の
確

保
」
の
観
点
で
は
、「
あ
ら
ゆ
る
税
務
手
続
が
税
務
署
に
行
か
ず
に
で
き
る
社
会
」

と
い
う
将
来
像
に
向
け
て
、ｅ－

Ｔ
ａ
ｘ
等
の
利
便
性
の
向
上
や
相
談
対
応
・
情

報
発
信
の
改
善
な
ど
、
納
税
者
目
線
に
立
っ
て
、
様
々
な
納
税
者
サ
ー
ビ
ス
を

包
括
的
に
見
直
し
て
参
り
ま
す
。

　
青
梅
税
務
署
と
し
ま
し
て
も
、
ま
も
な
く
迎
え
る
令
和
６
年
分
の
確
定
申
告

に
お
い
て
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
を
利
用
し
た
自
宅
等
か
ら
の
ｅ－

Ｔ
ａ
ｘ

及
び
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
を
更
に
強
力
に
推
進
し
て
参
り
ま
す
が
、
そ
れ
に

は
法
人
会
の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
が
不
可
欠
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
引
き
続
き
会
員
の
皆
様
に
対
し
ま
し
て
、ｅ－

Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
納
付
な
ど
、
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
促
進
を
働
き
掛
け
て
い
た
だ
き
ま
す
と

と
も
に
、
各
種
制
度
の
周
知
・
広
報
に
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
当
た
り
、
公
益
社
団
法
人
青
梅
法
人
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
会
員
の

皆
様
の
ご
健
勝
並
び
に
ご
繁
栄
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
６
年
度
　
納
税
表
彰
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会
長
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会
長
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工
業
所
）

公
益
社
団
法
人

　
11
月
14
日
（
木
）、
令
和
６
年
度
納
税
表
彰
式
が

プ
リ
モ
ホ
ー
ル
ゆ
と
ろ
ぎ
小
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
は
当
会
か
ら
山
下
副
会
長

が
東
京
国
税
局
長
表
彰
を
受
彰
さ
れ
、
ま
た
大
澤

副
会
長
に
お
か
れ
ま
し
て
は
青
梅
税
務
署
長
表
彰

と
八
王
子
都
税
事
務
所
長
感
謝
状
を
ダ
ブ
ル
で
受

彰
さ
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
法
人
会
活
動
な
ど
を

通
じ
た
永
年
の
税
務
行
政
へ
の
功
績
が
高
く
評
価

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
受
彰
者
皆
様
に
は
お

祝
い
申
し
上
げ
、
益
々
の
ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。

山
下
副
会
長
、
東
京
国
税
局
長
表
彰
を
受
彰

副会長 山下真一様副会長 大澤宏之様
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。
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。
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。
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Ｘ
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知
・
広
報
に
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
当
た
り
、
公
益
社
団
法
人
青
梅
法
人
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
会
員
の

皆
様
の
ご
健
勝
並
び
に
ご
繁
栄
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
６
年
度
　
納
税
表
彰

副
会
長

副
会
長

常
任
理
事

理
　
　
事

理
　
　
事

理
　
　
事

理
　
　
事

副
会
長

山
下
　
真
一 

様

大
澤
　
宏
之 

様

栗
原
　
宏
二 
様

井
上
　
忠
男 
様

井
草
　
　
誠 

様

小
林
　
貴
純 

様

髙
水
　
正
彦 

様

大
澤
　
宏
之 

様

 

青
梅
法
人
会

東
京
国
税
局
長
表
彰

青
梅
税
務
署
長
表
彰

青
梅
税
務
署
長
感
謝
状

八
王
子
都
税
事
務
所
長
感
謝
状

東
京
国
税
局
長
感
謝
状

（
武
陽
ガ
ス
㈱
）

（
㈲
大
澤
工
業
所
）

（
㈱
栗
原
園
）

（
㈱
多
摩
組
）

（
㈱
ア
イ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
）

（
㈱
ア
サ
ヒ
）

（
㈲
武
双
測
量
シ
ス
テ
ム
）

（
㈲
大
澤
工
業
所
）

公
益
社
団
法
人

　
11
月
14
日
（
木
）、
令
和
６
年
度
納
税
表
彰
式
が

プ
リ
モ
ホ
ー
ル
ゆ
と
ろ
ぎ
小
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
は
当
会
か
ら
山
下
副
会
長

が
東
京
国
税
局
長
表
彰
を
受
彰
さ
れ
、
ま
た
大
澤

副
会
長
に
お
か
れ
ま
し
て
は
青
梅
税
務
署
長
表
彰

と
八
王
子
都
税
事
務
所
長
感
謝
状
を
ダ
ブ
ル
で
受

彰
さ
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
法
人
会
活
動
な
ど
を

通
じ
た
永
年
の
税
務
行
政
へ
の
功
績
が
高
く
評
価

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
受
彰
者
皆
様
に
は
お

祝
い
申
し
上
げ
、
益
々
の
ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。

山
下
副
会
長
、
東
京
国
税
局
長
表
彰
を
受
彰

副会長 山下真一様副会長 大澤宏之様
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的には自己ベストだったということもあります。１種目ごと
に気持ちを切り替えて、常にポジティブにそれぞれの種
目を楽しむことが大切だと思います。

Q: 選手としての目標と将来の夢は？
下元さん：日本選手権で 1 位になって、日の丸をつけ
て、日本の代表として世界の大会で活躍したいです。
そのためにも、まずは大学のインカレで優勝して、全
国１位になりたいです。
　将来の夢は、生涯を通して陸上競技に関わっていき
たいと考えています。子どもや学生に陸上競技やスポー
ツの魅力を伝えながら、自分自身も競技を続けていきた
いです。マスターズ陸上にも出場したいです。

Q: 趣味はありますか？
下元さん：ほかのスポーツを観ることが好きで、最近
は特に野球が好きです。WBC での周東選手の走りに
魅了されました。
　食べ物は甘い物が好きなのですが、シーズン中はあ
まり食べられないので、ほかの人が食べている動画を
見ています。
　オフの日は、混成ブロックのメンバーで富士急ハイラ
ンドに行ったり、スイカ割りをしたりと、仲良くしてもらっ
ています。練習や大会で遅くなったときは、学校の近く
に住んでいる先輩の家に泊めてもらうこともあります。

Q: 競技をはじめたきっかけは？
下元さん：陸上競技自体は両親が今も続けており、
小さいころから身近にありました。本格的にはじめたの
は、小３のときに「あきる野かけっこクラブ」に入ってか
らです。両親が秋留台公園で練習をしているときにか
けっこクラブも活動をしていて、それがとても楽しそうで
入会しました。
　かけっこクラブは競技や種目の練習もしますが、子ど
もの発育に合わせて、走り方や身体の使い方などス
ポーツの基礎を楽しみながら学ぶことに重きを置いてい
るクラブです。ここで陸上競技や混成競技の基礎を身
に付けました。
　中学でははじめは走り幅跳びをしていたのですが、
顧問の先生から、混成競技にも出てみないかと勧めら
れました。色々な種目に挑戦できて楽しそうだなと、走
り幅跳びと並行して大会に出るようになりました。

Q: どのような練習に取り組んでいますか？
下元さん：１日に２～３種目を練習して、１週間ですべ
ての種目を練習できるようにしています。幅跳びや高跳
びなどの跳ぶ種目の方が得意なので、ハードルや投げ
物を中心に練習することが多いです。
　陸上部では混成ブロックで活動していて、自分たち
でメニューを組んでいます。選手兼コーチとして、かけっ
こクラブの先輩もいるので、心強いです。
　私は自宅から大学まで通っているので、今でも中学
やかけっこクラブの先生にも教えてもらっています。そ
れぞれの種目のスペシャリストがいるので、ありがたい
環境です。

Q: 混成競技の魅力は？
下元さん：１種目１種目を楽しみながら、複数の種目
にチャレンジできるところです。競技中は、練習してき
た技術や、タイミングが合っていい記録を出せたときが
うれしいです。
　七種競技は、最後の 800m 走が終わるまで結果が
全く分かりません。各種目の結果がソコソコでも、総合

「あきる野かけっこクラブ」から全国へ

さん

　あきる野市在住の下元香凜さん(19歳、東京学芸大学１年)は、今年６月に岐阜県で開催された「第
40回U20日本陸上競技選手権大会・混成競技」の女子七種競技で見事優勝。９月の「第93回日本学
生陸上競技選手権大会」(インカレ)では４位に入賞するなど活躍しています。
　両親がともに走り幅跳びの選手の下元さん。小学３年生のときに、地元の「あきる野かけっこクラ
ブ」に入会して、陸上競技の基礎を学びました。中学入学後は走り幅跳びの選手として活躍。顧問の先
生からの勧めで四種競技(100mハードル、走り高跳び、砲丸投げ、200m走)を始めると、中学３年生
の「全国中学生陸上競技大会2020」で全国２位に。高校では、七種競技(上記の四種と、走り幅跳び、
やり投げ、800m走)で１年生時に全国２位となり、３年生まで常に全国上位の成績を収めました。
　大学では運動指導や教育支援について学びながら、陸上競技部で日々練習に励んでいます。「生涯
を通して陸上競技に関わっていきたい」と話す下元さんに、混成競技の魅力や選手としての目標などを
伺いました。

▲U20日本陸上競技選手権大会・混成競技で優勝！
　大学の先輩が応援に岐阜まできてくれた。

陸上競技　女子七種競技選手

下元香凜   
Karin   Shimomoto

▲

あ
き
る
野
市
長
（
右
）
を
表
敬
訪
問
。

しももと  かりん
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日の出町立大久野小学校

6年 梶本　章雄さん
かじもと　　 あきお　

福生市立福生第五小学校

6年 金澤 龍生 さん
かなざわ 　りゅうせい

奥多摩町立古里小学校

6年 粟野 葉月 さん
あわの 　はづき

瑞穂町立瑞穂第一小学校

6年 米津  晴 さん
よねづ 　はる

福生市立福生第五小学校

6年 西村  翼 さん
にしむら    たすく

羽村市立富士見小学校

6年 片柳   麗 さん
かたやなぎ   うらら

青梅市立新町小学校

6年 貫井 海星 さん
ぬくい　  かいら

羽村市立小作台小学校

6年 玉寄 瑠璃子さん
たまよせ 　るりこ

瑞穂町立瑞穂第一小学校

6年 髙橋 凜夏 さん
たかはし 　りんか

あきる野市立南秋留小学校

6年 志田 遥愛 さん
しだ 　　はるあ

福生市立福生第五小学校

6年 古庄 芽依 さん
ふるしょう　めい

あきる野市立草花小学校

6年 橋詰 海斗 さん
はしづめ 　かいと

瑞穂町立瑞穂第五小学校

6年 中野 初芽 さん
なかの　　はつめ受

賞
者

【
東
京
税
理
士
会
青
梅
支
部
長
賞
】

【
青
梅
市
長
賞
】

【
奥
多
摩
町
長
賞
】

【
東
京
都
八
王
子
都
税
事
務
所
長
賞
】

【
青
梅
法
人
会
女
性
部
会
長
賞
】

【
福
生
市
長
賞
】

【
青
梅
税
務
署
長
賞
】

【
西
多
摩
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞
】

【
羽
村
市
長
賞
】

【
青
梅
法
人
会
会
長
賞
】

【
瑞
穂
町
長
賞
】

【
あ
き
る
野
市
長
賞
】

【
東
法
連
コ
ン
ク
ー
ル
選
考
作
品
】

【
日
の
出
町
長
賞
】

　
恒
例
の
小
学
生
を
対
象
と
し
た「
税
に
関
す
る
絵

は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」を
本
年
も
開
催
し
、た
く
さ
ん

の
素
晴
ら
し
い
作
品
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
税
の
大
切
さ
を
学
び
、考
え

る
き
っ
か
け
と
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎

年
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、本
年
は
応
募
期
間
が
従

来
よ
り
短
く
な
っ
た
に
も
係
わ
ら
ず
、30
校
８
５
９

名
の
児
童
の
み
な
さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
10
月
29
日
に
は
15
名
の
関
係
皆
様
に
お
集
ま
り
い

た
だ
き
、審
査
会
を
開
催
し
、最
優
秀
賞
７
名
、優
秀

賞
20
名
、入
賞
40
名
を
そ
れ
ぞ
れ
選
出
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。ま
た
本
年
よ
り
は
新
た
に
表
彰
式
も

開
催
す
る
こ
と
と
し
、12
月
8
日
に
日
の
出
イ
オ
ン

ホ
ー
ル
に
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。当
日
は
児
童
の
み

な
さ
ん
、ご
父
兄
の
方
々
、多
数
の
来
賓
の
皆
さ
ん
に

も
ご
出
席
い
た
だ
き
24
名
の
賞
状
を
授
与
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
12
月
10
日
に
は
青
梅
税
務
署

長
賞
を
受
賞
さ
れ
た
羽
村
市
立
富
士
見
小
学
校
の

片
柳
麗（
か
た
や
な
ぎ
う
ら
ら
）さ
ん
を「
一
日
税
務

署
長
」と
し
て
青
梅
税
務
署
に
お
迎
え
し
、イ
ベ
ン
ト

も
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
コ
ン
ク
ー
ル
を
通
じ
て
、子
ど
も
た
ち
の
中

に
税
に
つ
い
て
の
関
心
が
深
ま
り
、次
世
代
の
税
を
支

え
る
意
識
が
芽
生
え
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。来
年

度
も
さ
ら
に
多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
参
加
し
て
も
ら

え
る
よ
う
、引
き
続
き
工
夫
を
重
ね
て
参
り
ま
す
。

第
15
回

12月8日

12月10日

一
日
税
務
署
長

税
に
関
す
る

絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
開
催
に
つ
い
て

女
性
部
会
長

　小
峰
三
枝
子

表
彰
式
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6年 片柳   麗 さん
かたやなぎ   うらら

青梅市立新町小学校

6年 貫井 海星 さん
ぬくい　  かいら

羽村市立小作台小学校

6年 玉寄 瑠璃子さん
たまよせ 　るりこ

瑞穂町立瑞穂第一小学校

6年 髙橋 凜夏 さん
たかはし 　りんか

あきる野市立南秋留小学校

6年 志田 遥愛 さん
しだ 　　はるあ

福生市立福生第五小学校

6年 古庄 芽依 さん
ふるしょう　めい

あきる野市立草花小学校

6年 橋詰 海斗 さん
はしづめ 　かいと

瑞穂町立瑞穂第五小学校

6年 中野 初芽 さん
なかの　　はつめ受

賞
者

【
東
京
税
理
士
会
青
梅
支
部
長
賞
】

【
青
梅
市
長
賞
】

【
奥
多
摩
町
長
賞
】

【
東
京
都
八
王
子
都
税
事
務
所
長
賞
】

【
青
梅
法
人
会
女
性
部
会
長
賞
】

【
福
生
市
長
賞
】

【
青
梅
税
務
署
長
賞
】

【
西
多
摩
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞
】

【
羽
村
市
長
賞
】

【
青
梅
法
人
会
会
長
賞
】

【
瑞
穂
町
長
賞
】

【
あ
き
る
野
市
長
賞
】

【
東
法
連
コ
ン
ク
ー
ル
選
考
作
品
】

【
日
の
出
町
長
賞
】

　
恒
例
の
小
学
生
を
対
象
と
し
た「
税
に
関
す
る
絵

は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」を
本
年
も
開
催
し
、た
く
さ
ん

の
素
晴
ら
し
い
作
品
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
税
の
大
切
さ
を
学
び
、考
え

る
き
っ
か
け
と
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎

年
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、本
年
は
応
募
期
間
が
従

来
よ
り
短
く
な
っ
た
に
も
係
わ
ら
ず
、30
校
８
５
９

名
の
児
童
の
み
な
さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
10
月
29
日
に
は
15
名
の
関
係
皆
様
に
お
集
ま
り
い

た
だ
き
、審
査
会
を
開
催
し
、最
優
秀
賞
７
名
、優
秀

賞
20
名
、入
賞
40
名
を
そ
れ
ぞ
れ
選
出
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。ま
た
本
年
よ
り
は
新
た
に
表
彰
式
も

開
催
す
る
こ
と
と
し
、12
月
8
日
に
日
の
出
イ
オ
ン

ホ
ー
ル
に
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。当
日
は
児
童
の
み

な
さ
ん
、ご
父
兄
の
方
々
、多
数
の
来
賓
の
皆
さ
ん
に

も
ご
出
席
い
た
だ
き
24
名
の
賞
状
を
授
与
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
12
月
10
日
に
は
青
梅
税
務
署

長
賞
を
受
賞
さ
れ
た
羽
村
市
立
富
士
見
小
学
校
の

片
柳
麗（
か
た
や
な
ぎ
う
ら
ら
）さ
ん
を「
一
日
税
務

署
長
」と
し
て
青
梅
税
務
署
に
お
迎
え
し
、イ
ベ
ン
ト

も
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
コ
ン
ク
ー
ル
を
通
じ
て
、子
ど
も
た
ち
の
中

に
税
に
つ
い
て
の
関
心
が
深
ま
り
、次
世
代
の
税
を
支

え
る
意
識
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芽
生
え
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
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年

度
も
さ
ら
に
多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
参
加
し
て
も
ら

え
る
よ
う
、引
き
続
き
工
夫
を
重
ね
て
参
り
ま
す
。

第
15
回

12月8日

12月10日

一
日
税
務
署
長

税
に
関
す
る

絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
開
催
に
つ
い
て

女
性
部
会
長

　小
峰
三
枝
子

表
彰
式



青梅法人会　活動レポート［2024年 9 - 12月］

10/3

11/7 - 8
全国青年の集い　福井大会参加報告
(於）サンドーム福井

(於）城山ホテル鹿児島

税制改正要望陳情活動

　
２
年
に
一
度
の
オ
ー
プ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
を
エ
ク
ス
ペ
リ
メ
ン
タ
ル
・
ソ
ウ
ル

バ
ン
ド
と
言
う
ジ
ャ
ン
ル
の
ほ
と
ん
ど
の

方
が
知
ら
な
い
バ
ン
ド
「
Ｗ
Ｏ
Ｎ
Ｋ
」
の

L
I
V
E
を
開
催
し
よ
う
と
企
画
が
上
が

り
ま
し
た
。

　
そ
の
方
針
で
委
員
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
私
は
今
ま
で
、あ
き
る
野
青
年
会
議
所
、

あ
き
る
野
商
工
会
等
の
地
元
の
団
体
で
活
動

し
て
参
り
ま
し
た
が
、
今
回
は
青
梅
法
人
会

な
ら
で
は
の
、
各
支
部
よ
り
出
向
さ
れ
た
メ

ン
バ
ー
で
初
め
て
お
会
い
す
る
方
も
多
い
委

員
会
を
ど
う
ま
と
め
て
行
こ
う
か
と
考
え
な

が
ら
進
め
て
参
り
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、
的
を
射
た
意
見
を
言
っ
て
い

た
だ
け
る
委
員
会
担
当
の
大
澤
副
会
長
、
小

町
事
務
局
長
を
始
め
と
し
た

本
当
に
ス
キ
ル
の
高
い
事
務

局
の
皆
さ
ん
、
委
員
長
の
思

い
を
具
現
化
す
る
！
と
朝
か

ら
晩
ま
で
真
剣
に
奔
走
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
オ
ー
プ
ン

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
担
当
副
委

員
長
の
小
作
さ
ん
、「
西
多
摩

ま
る
ご
と
い
た
だ
き
ま
す
」

担
当
副
委
員
長
の
佐
藤
さ
ん
、

秋
川
支
部
の
小
川
支
部
長
、

そ
し
て
輪
を
掛
け
て
「
委
員

会
メ
ン
バ
ー
の
一
人
ひ
と
り

の
ス
キ
ル
の
高
さ
」
が
今
回

の
イ
ベ
ン
ト
の
成
功
に
結
び

付
い
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ス
タ
ー
ト
か
ら
終
わ
り
ま
で
、

●
W
O
N
K
 
L
I
V
E
を
観
た
後
キ
ラ
ラ

ホ
ー
ル
か
ら
出
て
く
る
来
場
者
さ
ん
の
心
か

ら
の
笑
顔
。

●
青
空
の
下
、
沢
山
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
や
物

産
展
が
並
ぶ
公
園
で
多
く
の
来
場
者
さ
ん
で

賑
わ
っ
て
い
る
。

　
そ
の
映
像
し
か
頭
に
浮
か
ん
で
い
な
か
っ

た
、
そ
れ
し
か
考
え
て
い
な
か
っ
た
私
で
し

た
が
、
そ
れ
が
実
際
の
事
と
な
り
本
当
に
心

よ
り
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
１
年
半

の
委
員
会
活
動
の
内
容
は
書
き
き
れ
ま
せ
ん
。

　
最
高
の
委
員
会
で
最
高
の
オ
ー
プ
ン
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
出
来
た
事
、
プ
ラ
イ
ス

レ
ス
な
財
産
が
手
に
入
り
ま
し
た
。
そ
し
て

こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
為
に
米
国
よ
り
帰
国
し
て

く
れ
た
長
女
、
家
族
へ
の
思
い
を
ス
テ
ー
ジ

で
語
っ
て
く
れ
た
長
男
に
感
謝
し
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

「
W
O
N
K
 
L
I
V
E
 
A
K
I
R
U
N
O
 
K
I
R
A
R
A
H
A
L
L
」

同
日
開
催
の
食
フ
ェ
ス

「
西
多
摩
ま
る
ご
と
い
た
だ
き
ま
す
」
を
終
え
て

公
益
事
業
委
員
会 

環
境
エ
ン
タ
メ
部
会
　
委
員
長
　
長
塚
弘
司

（土）11月30日（土）11月30日 ■会場  秋留野広場■会場  秋留野広場
　法人会では公平で健全な税制の実現を目
指して会員企業の意見や要望を反映しなが
ら、税のあるべき姿や将来像を見据えた建
設的な提言を行っています。
　その集大成として開催される税制改正要
望全国大会が、本年は10 月 3 日に鹿児島県
鹿児島市におきまして開催されました。当
会からも菊池会長以下14 名の会員とともに
参加し、スローガンを基本とした要望の実
現を目指しました。
　　　　　　　　　税制委員長　土方正芳

〇「金利のある世界」が到来。
　新たな財政再建目標の策定を！
〇企業への過度な保険料負担を抑制し、
　経済成長を阻害しない社会保障制度の確立を！
〇人手不足など厳しい経営環境を踏まえ、
　中小企業の活性化に資する税制措置を！
〇中小企業は地域経済と雇用の担い手。
　本格的な事業承継税制の創設を！

　11 月 7 日、8 日に全国青年の集い、福井大会が開催され、青
梅法人会青年部より、16 名の部会員が参加しました。
　会場では、全国国税局管内から選抜された 11 単会の租税教
育活動のプレゼンテーションと健康経営の実施事例の発表に参
加してきました。
　租税教育プレゼンテーションでは東京代表である、立川法人
会が最優秀賞を受賞し、また、健康経営大賞では、同じく東京
代表である、世田谷法人会が最優秀賞を受賞しました。
　両単会とも、とても素晴らしい内容であり、近隣法人会の頑
張りに刺激を受けた 2日間となりました。また、全国から集まっ
た、多くの青年部会員との交流も図ることができ、とても有意
義な全国大会となりました。

－令和 7年度　税制改正要望スローガン－

青年部会筆頭副部会長　井草　誠

ミニタックス会場で

日の出町長に直接手渡す、

原田支部長

▲

▲青梅市への税制改正要望

▲

森
村
都
議
へ
の
税
制
改
正
要
望

詳細は
QRコードで

「WONK」ライブ（写真提供：木原隆裕氏）

第44回　税制改正要望鹿児島全国大会

8   KODAMA　 
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各支部の日帰りバス研修

支部活動

ミニタックス広場［2024年 10-11月］セミナー・視察・支部活動レポート［2024年 9-12月］

▲10 月 21 日
　ワクワクゴルフ愛好会

10 月 27 日　瑞穂第二支部
福祉ふれあい祭り　狭山谷公園

10 月 14 日　奥多摩支部
駅前広場町おこしイベント
奥多摩駅前広場

10 月 5日　秋川支部
献血協力　あきる野ルピア駐車場

10 月 28 日　福生支部
マリーンルージュ

10 月 29 日　羽村東西支部
横浜赤レンガ倉庫

▲

10
月
20
日

　第
２
回

　ワ
イ
ン
を
気
軽
に
楽
し
む
会

9 月 18 日　日本航空高等学校石川　
青梅キャンパス視察会

10月 29 日
動画活用セミナー　研修センター

9月 18 日
秋の社員研修　研修センター

▲10 月 19 日　青梅マラソン走ろう会

10 月 26 ・27 日
奥多摩ふれあいまつり
▶登計原総合運動公園

10 月 26・27 日
日の出町産業まつり
▶日の出イオン駐車場

11 月 2・3 日
羽村市産業祭
▶富士見公園

11 月 3 日
青梅産業観光まつり
▶青梅市役所駐車場

11 月 9・10 日
瑞穂町産業まつり
▶ビューパーク競技場

各会場で大勢の方に
税金クイズに
挑戦していただきました。
（回答者数：4320 名）

11 月 16 日 　瑞穂第一支部　横浜カップヌードルミュージアム

11 月 9・10 日
あきる野市産業祭
▶都立秋留台公園

　本年より厚生共益事業委員会において会員
がコミュニケーションを図ることを目的とし
た「コミュニティ倶楽部」を創設しました。
これは同じ趣味の方があつまる「サークル活
動」のようなもので法人会活動に参加する
きっかけにして頂きたいと考えています。現
在登録されているサークル活動は４つです。

　いずれもメンバー募集中ですので、参加希
望の方はお気軽にお問合せください。また、
新たなサークルを立ちあげることも可能で
す。「こんな事やってみたい」という活動が
ありましたら、ぜひご相談ください。詳細は
事務局までお願いいたします。

コミュニティ倶楽部に参加しませんか？ ー 活動中のサークル ー
■青梅マラソン走ろう会
■ワインを気軽に楽しむ会
■ワクワクゴルフ愛好会
■着物愛好会
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各支部の日帰りバス研修

支部活動

ミニタックス広場［2024年 10-11月］セミナー・視察・支部活動レポート［2024年 9-12月］

▲10 月 21 日
　ワクワクゴルフ愛好会

10 月 27 日　瑞穂第二支部
福祉ふれあい祭り　狭山谷公園

10 月 14 日　奥多摩支部
駅前広場町おこしイベント
奥多摩駅前広場

10 月 5日　秋川支部
献血協力　あきる野ルピア駐車場

10 月 28 日　福生支部
マリーンルージュ

10 月 29 日　羽村東西支部
横浜赤レンガ倉庫

▲

10
月
20
日

　第
２
回

　ワ
イ
ン
を
気
軽
に
楽
し
む
会

9 月 18 日　日本航空高等学校石川　
青梅キャンパス視察会

10月 29 日
動画活用セミナー　研修センター

9月 18 日
秋の社員研修　研修センター

▲10 月 19 日　青梅マラソン走ろう会

10 月 26 ・27 日
奥多摩ふれあいまつり
▶登計原総合運動公園

10 月 26・27 日
日の出町産業まつり
▶日の出イオン駐車場

11 月 2・3 日
羽村市産業祭
▶富士見公園

11 月 3 日
青梅産業観光まつり
▶青梅市役所駐車場

11 月 9・10 日
瑞穂町産業まつり
▶ビューパーク競技場

各会場で大勢の方に
税金クイズに
挑戦していただきました。
（回答者数：4320 名）

11 月 16 日 　瑞穂第一支部　横浜カップヌードルミュージアム

11 月 9・10 日
あきる野市産業祭
▶都立秋留台公園

　本年より厚生共益事業委員会において会員
がコミュニケーションを図ることを目的とし
た「コミュニティ倶楽部」を創設しました。
これは同じ趣味の方があつまる「サークル活
動」のようなもので法人会活動に参加する
きっかけにして頂きたいと考えています。現
在登録されているサークル活動は４つです。

　いずれもメンバー募集中ですので、参加希
望の方はお気軽にお問合せください。また、
新たなサークルを立ちあげることも可能で
す。「こんな事やってみたい」という活動が
ありましたら、ぜひご相談ください。詳細は
事務局までお願いいたします。

コミュニティ倶楽部に参加しませんか？ ー 活動中のサークル ー
■青梅マラソン走ろう会
■ワインを気軽に楽しむ会
■ワクワクゴルフ愛好会
■着物愛好会

KODAMA11  



10 月 23 日　青年部会　研修会　
みんなのドラマ　～私が市長になるまで～　
青梅市長　大勢待利明氏　　研修センター

11 月６日　源泉部会
年末調整説明会 (144 名 )　　霞共益会館

部会・委員会　活動レポート［2024年 9-12月］

11 月 26 日　源泉部会　
越年会　ひのき茶屋

11月 3日　女性部会
食品ロスについて学ぶバスの旅
西多摩衛生組合環境センター

12月 11 日　女性部会　
ペーパークラフト手作り研修会
研修センター

青梅マラソン、本年も給水所設置します 4月の社員研修参加者募集

第29回会員交流ゴルフ大会 9 月１１日　立川国際カントリー倶楽部 (178 名 )

　２月１６日 ( 日 )、恒例の第 57 回青梅マラソンが
開催されます。青梅法人会では昨年に引き続き、青
梅市からの支援要請を受けて給水所を設置いたしま
す。会員皆様におかれましては当日の運営にご協力
いただけますよう、よろしくお願いいたします。

　毎年ご好評をいただいている春の社員研修が本
年も実施されます。
　4/7( 月 )・8( 火 ) の２日間、社会人として、会社
員として学ぶべきカリキュラムをご用意いたしま
した。
人材の育成にお役立てください。

日　時：2025 年 4月 7日 ( 月 )・4月 8日 ( 火 ) 
　　　　いずれも 9:30 より
会　場：青梅法人会研修センター ( 青梅市河辺町 5-14-2)
参加費：2000 円 /1 名につき
　　　　( 非会員事業所については 4000 円 )

※詳細はQRコードから
　ご確認ください↓

※詳細はQRコードから
　ご確認ください→▲昨年の様子

法人会からのお知らせ法人会からのお知らせ information
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税理
士 久保田先生の
税 の コ ラ ム

「マイナポータルを活用した所得税確定申告」

久保田昌章税理士事務所　税理士 久保田昌章

　マイナンバーカードを使いマイナポータルを開設することにより、所得税確定申告の手続においてマイナポー
タル経由で控除証明書等のデータを一括取得し、各種申告書の該当項目へ自動入力を行うことができます。
　対応するのは給与所得の源泉徴収票・公的年金等の源泉徴収票・株式の特定口座年間取引報告書・医療費・ふる
さと納税・生命保険・地震保険・国民年金保険料・国民年金基金掛金・iDeCo・小規模企業共済掛金・住宅ローン控除
関係です。
　更に、令和6年分の確定申告からは、スマホ用電子証明書を利用することで、マイナンバーカードをスマホで読
み取らなくても、申告書の作成・e-Ｔax送信ができるようになり、（Androidでのみ利用可能です。）利用者証明用
電子証明書のパスワードはスマホの生体認証機能等を利用できるようになります（機種によって異なります）が、
マイナポータルを使うためには下記の準備が原則必要になります。

　マイナポータルを開設した後に、下記の手続きで国税庁ホームページの
「確定申告書等作成コーナー」との連携を行います。

① 証明書等の電子交付サービスの利用者登録や証明書等の電子交付への同意
　各証明書等を発行する企業のサイト等で、証明書等の電子交付サービスの登録や電子交付への同意を行
います。登録等の際に、契約中の証券番号や寄附番号等の入力が必要になる場合があります。
② 各企業との連携の実施
　上記①の電子交付サービス等の登録後、民間送達サービスと証明書等を発行する企業を連携します。

⑺ 確定申告書の作成
　取得したい証明書等と証明書等を発行する企業が連携済みになっていることを確認の上、国税庁ホームページ
の「確定申告書等作成コーナー」から申告書の作成・送信が行えます。

⑹ 民間送達サービスと証明書等を発行する企業との連携
　具体的には、次の①及び②の作業を行います。（①及び②の作業の際に、各証明書等の発行企業ごとにマイナ
ンバーカードによる本人認証を行います。）

※「民間送達サービス」とは、民間企業が提供しているインターネット上に自分専用のポストを作り、自分宛のメッセージやレ
　ターを受け取ることができるサービスのことです。
※この連携は、マイナポータルと外部のウェブサイトのアカウントをつなぐために必要となります。

⑴ マイナンバー方式（マイナンバーを用いたe-Tax申告）の利用開始手続
⑵ 「確定申告の事前準備」ページにアクセスし、取得したい証明書を選択
⑶ マイナポータルとe-Taxの連携手続き
⑷ e-Taxのマイページで「e-Taxからの情報取得を希望する旨」「カナ氏名」の入力とマイナンバーカードの読取り
⑸ マイナポータルと民間送達サービスやねんきんネットを連携
　 取得したい証明書等の種類に応じて、マイナポータルと民間送達サービス※（e-私書箱、民間送達・e-Tax連携
サービス、MyPost）、ねんきんネットを連携します。各サイトとの連携ごとに、マイナン　バーカードによる本人認
証を行います。

⑴ マイナンバーカードと、登録した利用者証明用電子証明書パスワード（4桁）を用意
⑵ パソコン・ICカードリーダライタもしくはスマートフォンを用意
⑶ 利用者登録を行う

＊保険会社等がマイナポータル連携に
  対応していることが必要です

寄付金受領
証明書

ふるさと納税

保険料控除
証明書

保険料 医療費通知
情報

医療費

など

マイナポータルから
まとめてデータで取得

e-Taxで送信

確定申告書に
自動入力・自動計算

税務署

確定申告

確定申告

マイナンバー
カード
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在日外国人を応援する在日外国人を応援する

　「
し
ご
と
の
た
め
の
日
本
語
」と
い
う

名
称
で
知
ら
れ
る
外
国
人
就
労
定
着

支
援
研
修
は
、厚
生
労
働
省
が
リ
ー
マ

ン
シ
ョッ
ク
後
に
大
量
解
雇
さ
れ
た
南

米
系
日
系
人
の
雇
用
対
策
と
し
て
は

じ
ま
り
ま
し
た
。

　（
一
財)

日
本
国
際
協
力
セ
ン
タ
ー

（JIC
E

・
新
宿
区
）は
、２
０
０
９（
平

成
21
）年
か
ら
受
託
し
、在
日
外
国

人
に
対
し
て
日
本
の
職
場
で
役
立
つ

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
レ
ベ
ル
を
上
げ

る
目
的
で
、全
国
28
都
府
県
１
１
５

都
市
２
８
０
コ
ー
ス
で
開
講
し
て
い
ま

す
。

　
１
コ
ー
ス
34
回（
計
１
０
０
時
間
）、

１
つ
の
コ
ー
ス
を
数
人
の
講
師
が
交
代

で
担
当
し
て
授
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

西
多
摩
で
は
、こ
れ
ま
で
青
梅
市
と
福

生
市
で
開
催
さ
れ
て
お
り
、交
通
費
以

外
は
無
料
。レ
ベ
ル
は
１
か
ら
３
、ひ
ら

が
な・カ
タ
カ
ナ
か
ら
学
ぶ
初
学
者
か

ら
受
講
で
き
ま
す
。福
生
市
の
会
場
で

あ
る
西
多
摩
新
聞
社
の
教
室
で
は
、取

材
当
日
は
レ
ベル
２
の
16
人（
出
身
11
カ

国
）が
午
前
９
時
30
分
か
ら
12
時
30
分

ま
で
学
ん
で
い
ま
し
た
。こ
の
日
の
課
題

は「
人
手
が
た
り
な
い
！
期
限
ま
で
に

仕
事
が
終
わ
ら
な
い
状
況
を
説
明
し
、

対
応
を
相
談
で
き
る
」で
、授
業
は
全

て
日
本
語
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
の
森
澤
友
紀
さ
ん（
東

京
地
域
主
任
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）、

小
島
知
佳
さ
ん（
主
任
日
本
語
講

師
）に
聞
き
ま
し
た
。

Ｑ
１
：
受
講
者
の
傾
向
は
？

Ａ
１
：
諸
外
国
の
賃
金
上
昇
や
国
際

情
勢
も
影
響
し
、都
内
で
は
昨
年
度
63

カ
国
の
方
が
受
講
し
ま
し
た
。永
住
者

や
定
住
者
な
ど
い
わ
ゆ
る
身
分
系
の
ビ

ザ
に
と
ど
ま
ら
ず
、家
族
滞
在
や
避
難

民
、外
国
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
日
本
人
な

ど
急
速
に
多
様
化
し
て
い
ま
す
。年
齢

も
様
々
で
、10
代
か
ら
50
代
以
上
ま
で

広
が
り
、30
、40
歳
代
が
中
心
で
す
。

　
西
多
摩
地
域
は
多
く
が
東
南
ア
ジ

ア
や
南
米
地
域
の
工
場
労
働
者
で
し

た
が
、最
近
は
エ
ン
ジ
ニ
ア
や
介
護
現
場

な
ど
で
働
く
人
も
増
え
て
き
て
い
ま

す
。

Ｑ
２
：
修
了
者
の
日
本
で
の
暮
ら
し

は
？

Ａ
２
：
履
歴
書
を
自
分
で
書
け
る
よ

う
に
な
り
、自
律
的
に
求
職
活
動
が
で

き
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
ま
す
。日
本

語
を
使
わ
ず
働
け
る
工
場
の
ラ
イ
ン
か

ら
接
客
を
伴
う
仕
事
ま
で
選
択
肢
が

ひ
ろ
が
る
イ
メ
ー
ジ
で
す
。レ
ベ
ル
の
差

は
あ
り
ま
す
が
、自
信
を
も
っ
て
人
と

話
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。電
話
が
恐
く

な
く
な
っ
た
。と
い
う
手
ご
た
え
を
感

じ
て
く
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
最
後
に
、託
児
サ
ー
ビ
ス
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、地
元
の
求
人
等
、情
報
が
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
わ
か
る
と
学
習
環
境
や
就

労
環
境
も
さ
ら
に
整
い
ま
す
。地
域
の

皆
さ
ん
と
つ
な
が
っ
て
よ
り
多
く
の
方

に
こ
の
研
修
を
知
って
い
た
だ
き
た
い
と

思
って
い
ま
す
。　

理
想
は

「
働
き
な
が
ら
学
ぶ
」体
制
が
育
つ
こ
と

　
新
日
本
学
院（
ビ
リ
ー
理
事

長
、中
島
崇
校
長・福
生
市
）は

１
９
９
０
年
以
来
、こ
れ
ま
で
約

５
千
人
が
巣
立
っ
て
い
き
ま
し

た
。

　
外
国
人
と
日
本
人
が
共
に
学

ぶ
専
門
学
校
も
誕
生
し
て
現

在
、同
校
グ
ル
ー
プ
全
体
で
11
か

国
、10
か
ら
20
歳
代
を
中
心
に
、

年
間
９
０
０
人
超
の
若
者
が
学

ん
で
い
ま
す
。

中
島
校
長
に
伺
い
ま
し
た
。

Ｑ
１
：
日
本
語
取
得
か
ら
就

労
が
円
滑
に
進
む
業
種
の
傾

向
、御
校
の
工
夫
は
ど
の
よ
う

な
も
の
で
す
か
？

Ａ
１
：「
特
定
技
能
」や「
介
護
」

の
在
留
資
格
が
で
き
て
か
ら
、

特
に
こ
こ
５
年
は
日
本
に
定
住
す
る
外

国
人
が
増
え
て
い
ま
す
。特
に
ベ
ト
ナ

ム
や
ミ
ャ
ンマ
ー
、モ
ン
ゴ
ル
な
ど
の
出
身

が
多
い
で
す
。当
学
院
で
は
、看
護
師
、

介
護
士
、エ
ン
ジ
ニ
ア
、食
品
製
造
、外

食
業
の
学
生
を
中
心
に
育
成
を
し
、就

職
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

　
日
本
語
学
校
の
場
合
は
、入
国
前
か

ら
目
的
が
あ
る
程
度
定
ま
って
お
り
、目

的
別
の
ク
ラ
ス
で
進
め
ま
す
。到
達
目
標

の
共
有
が
し
や
す
い
で
す
。一方
で
各
国

の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
中
で
母
国
語
の
仲
間

と
過
ご
し
て
い
る
だ
け
で
は
深
く
学
び

続
け
る
こ
と
が
難
し
い
よ
う
で
す
。

　
文
化
や
習
慣
が
違
う
こ
と
で
起
き

る
問
題
へ
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。日
本
の
文
化
や
習
慣
、

交
通
ル
ー
ル
等
を
知
識
と
し
て
徹
底
的

に
教
え
、そ
の
う
え
で
ど
う
行
動
す
る

の
が
い
い
か
考
え
さ
せ
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。　

Ｑ
２
：
西
多
摩
地
域
に
と
っ
て
、日
本

語
教
育
が
ど
う
あ
れ
ば
い
い
か
？
ビ

ジ
ョ
ン
は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ
２
：
学
ん
で
か
ら
働
く
の
で
は
な
く
、

地
域
の
企
業
と
連
携
し
、働
き
な
が
ら

学
ぶ
こ
と
が
外
国
人
材
の
育
成
に
は
効

率
的
で
必
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
留
学
生
は
将
来
の
就
労
を
見
据
え

た
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
、日
本
語
の

勉
強
を
。就
労
し
て
い
る
外
国
人
が
日

本
語
を
勉
強
で
き
る
環
境
、ツ
ー
ル
の
整

備
。外
国
人
を
受
け
入
れ
て
い
る
企
業

等
に
行
政
か
ら
日
本
語
を
学
ば
せ
る
た

め
の
補
助
が
出
れ
ば
、理
想
で
す
。

　
熱
心
に
学
ぶ
外
国
人
が
、地
域
を
支

え
て
い
る
現
状
を
感
じ
ま
し
た
。機
会

が
あ
れ
ば
医
療
、介
護
、製
造
業
な
ど

外
国
人
が
地
域
に
溶
け
込
ん
で
活
躍

し
て
い
る
成
功
例
を
取
材
し
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

人材確保に奔走する昨今。国も本格的に仕組みを変えて、外国人の働き方の条件を緩和していま
す。この動きに対応するための就労を目的にした在日外国人の日本語教育の現場を紹介します。
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▲日本語教室では現場を意識したロープレも行われる

～就労のための日本語教育～～就労のための日本語教育～

職場見学では地元の
ファストフード店を見学、学習意欲も向上

▲2023年の「TAMA日本語学校協議会」発足式
　福生・羽村・青梅の日本語学校6校が連携。地域の日本語教育のレベルアップを実
　現して協議会が主体となって外国人の受け入れ、サポート企業を増やしていきた
　いという。

▲毎月の日本語サロン、年に一度の多文化共生フェス
ティバルの開催。留学生一人一人の個性を見てもらう
ための工夫が積み重ねられている。

【インフォメーション】
一般財団法人　日本国際協力センター（JICE）
多文化共生事業部　就労支援課
E-mail：info@jice.org
〒163-0716 東京都新宿区西新宿2-7-1　
新宿第一生命ビル16階
TEL：03-6838-2723 (3561)  
FAX：03-6838-2721　
URL：https://www.jice.org/

新日本学院
〒197-0013 東京都福生市武蔵野台1－3－2
TEL：042-553-6420　　
URL:  https://www.nja.co.jp

日本国際協力センター・新日本学院

日本国際
協力センター
（新宿区）

新日本学院
（福生市）

▲

様
々
な
教
室

　看
護
師
国
家
試
験
対
策
や
初
任
者
研
修
、

　社
会
人
マ
ナ
ー
教
育
等
、
仕
事
や
社
会
に

　出
て
必
要
な
こ
と
を
教
え
て
い
る
。

…
…
…

ズームアップでは西多摩での
さまざまな出来事や地域の活性化、
新しい取り組みを、人や団体、企業
などに注目して紹介しています。
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在日外国人を応援する在日外国人を応援する

　「
し
ご
と
の
た
め
の
日
本
語
」と
い
う

名
称
で
知
ら
れ
る
外
国
人
就
労
定
着

支
援
研
修
は
、厚
生
労
働
省
が
リ
ー
マ

ン
シ
ョッ
ク
後
に
大
量
解
雇
さ
れ
た
南

米
系
日
系
人
の
雇
用
対
策
と
し
て
は

じ
ま
り
ま
し
た
。

　（
一
財)

日
本
国
際
協
力
セ
ン
タ
ー

（JIC
E

・
新
宿
区
）は
、２
０
０
９（
平

成
21
）年
か
ら
受
託
し
、在
日
外
国

人
に
対
し
て
日
本
の
職
場
で
役
立
つ

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
レ
ベ
ル
を
上
げ

る
目
的
で
、全
国
28
都
府
県
１
１
５

都
市
２
８
０
コ
ー
ス
で
開
講
し
て
い
ま

す
。

　
１
コ
ー
ス
34
回（
計
１
０
０
時
間
）、

１
つ
の
コ
ー
ス
を
数
人
の
講
師
が
交
代

で
担
当
し
て
授
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

西
多
摩
で
は
、こ
れ
ま
で
青
梅
市
と
福

生
市
で
開
催
さ
れ
て
お
り
、交
通
費
以

外
は
無
料
。レ
ベ
ル
は
１
か
ら
３
、ひ
ら

が
な・カ
タ
カ
ナ
か
ら
学
ぶ
初
学
者
か

ら
受
講
で
き
ま
す
。福
生
市
の
会
場
で

あ
る
西
多
摩
新
聞
社
の
教
室
で
は
、取

材
当
日
は
レ
ベル
２
の
16
人（
出
身
11
カ

国
）が
午
前
９
時
30
分
か
ら
12
時
30
分

ま
で
学
ん
で
い
ま
し
た
。こ
の
日
の
課
題

は「
人
手
が
た
り
な
い
！
期
限
ま
で
に

仕
事
が
終
わ
ら
な
い
状
況
を
説
明
し
、

対
応
を
相
談
で
き
る
」で
、授
業
は
全

て
日
本
語
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
の
森
澤
友
紀
さ
ん（
東

京
地
域
主
任
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）、

小
島
知
佳
さ
ん（
主
任
日
本
語
講

師
）に
聞
き
ま
し
た
。

Ｑ
１
：
受
講
者
の
傾
向
は
？

Ａ
１
：
諸
外
国
の
賃
金
上
昇
や
国
際

情
勢
も
影
響
し
、都
内
で
は
昨
年
度
63

カ
国
の
方
が
受
講
し
ま
し
た
。永
住
者

や
定
住
者
な
ど
い
わ
ゆ
る
身
分
系
の
ビ

ザ
に
と
ど
ま
ら
ず
、家
族
滞
在
や
避
難

民
、外
国
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
日
本
人
な

ど
急
速
に
多
様
化
し
て
い
ま
す
。年
齢

も
様
々
で
、10
代
か
ら
50
代
以
上
ま
で

広
が
り
、30
、40
歳
代
が
中
心
で
す
。

　
西
多
摩
地
域
は
多
く
が
東
南
ア
ジ

ア
や
南
米
地
域
の
工
場
労
働
者
で
し

た
が
、最
近
は
エ
ン
ジ
ニ
ア
や
介
護
現
場

な
ど
で
働
く
人
も
増
え
て
き
て
い
ま

す
。

Ｑ
２
：
修
了
者
の
日
本
で
の
暮
ら
し

は
？

Ａ
２
：
履
歴
書
を
自
分
で
書
け
る
よ

う
に
な
り
、自
律
的
に
求
職
活
動
が
で

き
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
ま
す
。日
本

語
を
使
わ
ず
働
け
る
工
場
の
ラ
イ
ン
か

ら
接
客
を
伴
う
仕
事
ま
で
選
択
肢
が

ひ
ろ
が
る
イ
メ
ー
ジ
で
す
。レ
ベ
ル
の
差

は
あ
り
ま
す
が
、自
信
を
も
っ
て
人
と

話
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。電
話
が
恐
く

な
く
な
っ
た
。と
い
う
手
ご
た
え
を
感

じ
て
く
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
最
後
に
、託
児
サ
ー
ビ
ス
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、地
元
の
求
人
等
、情
報
が
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
わ
か
る
と
学
習
環
境
や
就

労
環
境
も
さ
ら
に
整
い
ま
す
。地
域
の

皆
さ
ん
と
つ
な
が
っ
て
よ
り
多
く
の
方

に
こ
の
研
修
を
知
って
い
た
だ
き
た
い
と

思
って
い
ま
す
。　

理
想
は

「
働
き
な
が
ら
学
ぶ
」体
制
が
育
つ
こ
と

　
新
日
本
学
院（
ビ
リ
ー
理
事

長
、中
島
崇
校
長・福
生
市
）は

１
９
９
０
年
以
来
、こ
れ
ま
で
約

５
千
人
が
巣
立
っ
て
い
き
ま
し

た
。

　
外
国
人
と
日
本
人
が
共
に
学

ぶ
専
門
学
校
も
誕
生
し
て
現

在
、同
校
グ
ル
ー
プ
全
体
で
11
か

国
、10
か
ら
20
歳
代
を
中
心
に
、

年
間
９
０
０
人
超
の
若
者
が
学

ん
で
い
ま
す
。

中
島
校
長
に
伺
い
ま
し
た
。

Ｑ
１
：
日
本
語
取
得
か
ら
就

労
が
円
滑
に
進
む
業
種
の
傾

向
、御
校
の
工
夫
は
ど
の
よ
う

な
も
の
で
す
か
？

Ａ
１
：「
特
定
技
能
」や「
介
護
」

の
在
留
資
格
が
で
き
て
か
ら
、

特
に
こ
こ
５
年
は
日
本
に
定
住
す
る
外

国
人
が
増
え
て
い
ま
す
。特
に
ベ
ト
ナ

ム
や
ミ
ャ
ンマ
ー
、モ
ン
ゴ
ル
な
ど
の
出
身

が
多
い
で
す
。当
学
院
で
は
、看
護
師
、

介
護
士
、エ
ン
ジ
ニ
ア
、食
品
製
造
、外

食
業
の
学
生
を
中
心
に
育
成
を
し
、就

職
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

　
日
本
語
学
校
の
場
合
は
、入
国
前
か

ら
目
的
が
あ
る
程
度
定
ま
って
お
り
、目

的
別
の
ク
ラ
ス
で
進
め
ま
す
。到
達
目
標

の
共
有
が
し
や
す
い
で
す
。一方
で
各
国

の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
中
で
母
国
語
の
仲
間

と
過
ご
し
て
い
る
だ
け
で
は
深
く
学
び

続
け
る
こ
と
が
難
し
い
よ
う
で
す
。

　
文
化
や
習
慣
が
違
う
こ
と
で
起
き

る
問
題
へ
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。日
本
の
文
化
や
習
慣
、

交
通
ル
ー
ル
等
を
知
識
と
し
て
徹
底
的

に
教
え
、そ
の
う
え
で
ど
う
行
動
す
る

の
が
い
い
か
考
え
さ
せ
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。　

Ｑ
２
：
西
多
摩
地
域
に
と
っ
て
、日
本

語
教
育
が
ど
う
あ
れ
ば
い
い
か
？
ビ

ジ
ョ
ン
は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ
２
：
学
ん
で
か
ら
働
く
の
で
は
な
く
、

地
域
の
企
業
と
連
携
し
、働
き
な
が
ら

学
ぶ
こ
と
が
外
国
人
材
の
育
成
に
は
効

率
的
で
必
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
留
学
生
は
将
来
の
就
労
を
見
据
え

た
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
、日
本
語
の

勉
強
を
。就
労
し
て
い
る
外
国
人
が
日

本
語
を
勉
強
で
き
る
環
境
、ツ
ー
ル
の
整

備
。外
国
人
を
受
け
入
れ
て
い
る
企
業

等
に
行
政
か
ら
日
本
語
を
学
ば
せ
る
た

め
の
補
助
が
出
れ
ば
、理
想
で
す
。

　
熱
心
に
学
ぶ
外
国
人
が
、地
域
を
支

え
て
い
る
現
状
を
感
じ
ま
し
た
。機
会

が
あ
れ
ば
医
療
、介
護
、製
造
業
な
ど

外
国
人
が
地
域
に
溶
け
込
ん
で
活
躍

し
て
い
る
成
功
例
を
取
材
し
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

人材確保に奔走する昨今。国も本格的に仕組みを変えて、外国人の働き方の条件を緩和していま
す。この動きに対応するための就労を目的にした在日外国人の日本語教育の現場を紹介します。
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▲日本語教室では現場を意識したロープレも行われる

～就労のための日本語教育～～就労のための日本語教育～

職場見学では地元の
ファストフード店を見学、学習意欲も向上

▲2023年の「TAMA日本語学校協議会」発足式
　福生・羽村・青梅の日本語学校6校が連携。地域の日本語教育のレベルアップを実
　現して協議会が主体となって外国人の受け入れ、サポート企業を増やしていきた
　いという。

▲毎月の日本語サロン、年に一度の多文化共生フェス
ティバルの開催。留学生一人一人の個性を見てもらう
ための工夫が積み重ねられている。

【インフォメーション】
一般財団法人　日本国際協力センター（JICE）
多文化共生事業部　就労支援課
E-mail：info@jice.org
〒163-0716 東京都新宿区西新宿2-7-1　
新宿第一生命ビル16階
TEL：03-6838-2723 (3561)  
FAX：03-6838-2721　
URL：https://www.jice.org/

新日本学院
〒197-0013 東京都福生市武蔵野台1－3－2
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（福生市）

▲

様
々
な
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　看
護
師
国
家
試
験
対
策
や
初
任
者
研
修
、

　社
会
人
マ
ナ
ー
教
育
等
、
仕
事
や
社
会
に

　出
て
必
要
な
こ
と
を
教
え
て
い
る
。

…
…
…

ズームアップでは西多摩での
さまざまな出来事や地域の活性化、
新しい取り組みを、人や団体、企業
などに注目して紹介しています。
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　青梅市末広町の武州工業(林英徳社長)は、自動車や
医療品のパイプ加工、板金加工を中心にモノづくりに取
り組んでいます。林相談役は1977年に、縁あって婿養子
として武州工業に入社しました。
　「創業時はマンホールの型枠づくりをしていたのです
が、私が入社したころは、自動車の部品づくりがメインでし
た。日産の全車両に、必ず武州のパイプが使われている時
代もありました」と振り返ります。
　1992年、バブル崩壊の時代に２代目社長に就任する
と、生産設備を自社開発して大幅なコスト削減を行い、生
産性を上げるための仕組みを構築。１人の技術者が材料
調達から納期管理まで一貫して行う独自の製造法「武州
式一個流し生産方式」を確立しました。
　情報管理システムもいち早く導入し、作業の効率化と
平準化に取り組みました。その結果、同社は海外生産に
負けないコスト競争力を持つ企業へと成長しました。

　林相談役は、「DXやIoTなどコンピュータによる全自動
化が進んでいますが、武州では最後は人間だと考えてい
ます。コンピュータの力を借りて、データを蓄積・分析して
問題点を見つけ、見つけた問題点を直すのは人間です」と
し、「社員一人一人が仕事を自分事としてとらえ、ムリ・ム
ダ・ムラを少なくするためにはどうすればよいのかを考え
て、作業に取り組んでくれています」と話しました。

　2020年に会長に就任し、長男の英徳社長に引き継ぎ
ました。2022年には会長から相談役に。「2023年度より、
国民の祝日をすべて休日にしました。私は生産性が下が
るのではと心配していたのですが、導入後も生産量は変
わりませんでした。休みが増えたことで社員のモチベー
ションが上がり、各自で考えて工夫がされ、作業効率が上
がりました」。時代の変化に敏感に対応し、課題にチャレン
ジする〝武州イズム〟を繋いでいます。
　現在は青梅商工会議所の副会頭としても活躍し、地域
社会の発展にも尽力する林相談役。地域のモノづくり人
材を育てるための学び場「武州庵」の活動も、コロナ禍で
の中止を経て、12月に再開しました。
　「青梅には独自の文化や自然があり、いい工場もたくさ
んあります。ファクトリーツーリズムなど、青梅全体で一体
となれば、青梅に来なければ体験できない魅力を発信し
ていくことができると思います。私もその一助になれれば」
と笑顔で語りました。

人
モノづくりで青梅を元気に

林　英夫 さん
はやし　  ひでお

相談役

I  N F O R M A T I O N

武州工業株式会社

独自の仕組みで生産性を向上

 〒198-0025 青梅市末広町1-2-3
TEL:0428-31-0167  FAX:0428-31-3774
HP https://www.busyu.co.jp/

「武州イズム」を承継

▲昨年９月には「グッドエイジャー賞」を受賞
　©一社 日本メンズファッション協会
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x
元気な毎日を過ごすためのポイント

新町クリニック  所長

今回の
テーマ

神應 知道

健康
にアプローチ

疲れた時こそ身体を動かそう｢アクティブレスト｣疲れた時こそ身体を動かそう｢アクティブレスト｣

　朝起きると｢身体が重い｣｢だるい｣｢寝たのに疲れが
とれない｣。こんな経験はありませんか？日々の生活
はめまぐるしく、仕事や家事、子育てなど息つく暇
もないほど忙しいですよね。やっと訪れた休日はで
きる限り動かずに身体を休めたいものです。

　しかし、この｢疲れたら休む｣という習慣こそ、疲
労物質を溜めてしまう原因に！
特に普段デスクワークで長時間同じ姿勢でいる人は、
血流が滞りやすく疲労物質の代謝がうまくいかない
ため、疲労や身体の痛みを感じやすくなります。

　今回紹介する｢アクティブレスト（積極的休養）｣と
は、疲労時にあえて軽く身体を動かすことで血流を
改善させ、疲労物質を効率的に排出させる休養方法
です。元々はスポーツ選手が翌日に疲れを残さない
ために生まれた疲労回復法で、運動後に軽く身体を
動かすクールダウンもアクティブレストのひとつで
す。疲労の蓄積予防だけでなく、新陳代謝を促進し
て身体をリフレッシュさせることで、次の練習や試
合に備えられるというメリットもあります。

　アクティブレストのポイントは、心地よいと感じ
るくらいの強度で行うことです。会話をしながらで
も続けられるウォーキングやストレッチがおすすめ
ですが、体を動かして遊ぶことや温泉、買い物など
も疲労回復に効果的ですので、ぜひ取り入れてみて
ください。

　デスクワークの人は仕事中にアクティブレストを
意識してみましょう。
・30 分ごとに立ち上がり背伸びをする
・積極的に階段を使う
・普段より 10 分長めに歩く

　日々の立ち仕事やデスクワークを続けていると、
知らないうちに疲労が蓄積されます。休養している
にもかかわらず、だるさや疲れが解消されない場合
はアクティブレストを取り入れてみてはいかがで
しょうか。

心地よいと感じるくらいの強度で行うこと

・会話をしながらでも続けられる
　ウォーキングやストレッチがおすすめ
・体を動かして遊ぶことや温泉、
　買い物なども疲労回復に効果的

ぜひ取り入れてみましょう！

アクティブレストのポイント

新
町
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
「
健
康
優
良
企
業
」
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
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日本では、2020年10月に「2050年カーボンニュートラル」を目指すことが宣言されました。これに伴い、
2030年度の新たな温室効果ガス削減目標として、2013年比で46％削減することを目指す方針が
示されました。こうした中で都市ガス業界ではどのような取組みを行っていくのかについてご紹介いたします。

2050年カーボンニュートラルに向けた
都市ガス業界の取組みをご紹介いたします

脱炭素社会に向けた都市ガス業界のシナリオ

他燃料から天然ガスへのシフト

CO2・NOX・SOX 排出量比較

★ガスコージェネレーションシステムなら発電時の廃熱を有効利用できます

②ガスコージェネレーションシステムでエネルギー総合効率UP！

①天然ガスでCO2排出を低減！

ガスコージェネレーション
システムは、ご家庭や工場
など「使う場所で発電」
することで、発電時に発生
する「廃熱」を冷暖房や
給湯・ボイラーなどの熱
エネルギーとして利用できる
ため、高いエネルギー総合
効率(約75％）を実現。
火力発電に比べてCO2
排出量を約1/3削減する
効果があります。

現在、昼間に使用される電力のうち、約8割は火力発電によるものです。電気は消費する段階で
はCO2がほとんど発生しないためクリーンと思われがちですが、実は発電の際に大量のCO2が排出
されています。また、発電に使われる一次エネルギーのうち、約57％は「利用されない廃熱」として
捨てられており、送電ロス(約3％)も含めると総合効率は約40％ほどに下がってしまいます。
(下図参照）

天然ガスは、石油や石炭と比べて地球温暖化の原因となる
二酸化炭素(CO2）や大気汚染の原因とされる窒素酸化物(NOx)
の排出量が少なく、また硫黄酸化物(SOx)が発生しないため、
環境にやさしい「クリーンエネルギー」として高い評価を受けています。
国はカーボンニュートラルの実現に向けて、石油・石炭から天然ガスへ
のシフトを推進しています。

2050年までにガスの
カーボンニュートラル化
を目指す

スステテッッププ①

ステップ① ステップ②
他燃料から天然ガスへの
シフト・高度利用による
低炭素化

ガス自体の脱炭素化
(カーボン・オフセット都市ガスや
CO2から都市ガスを作るメタネーショ
ン技術の普及）

※出典：東京ガス（株）発行カタログ 「ガスコージェネレーションシステム2024.01」より   



その② CO2から都市ガス（e-メタン）を作り、供給

カーボン・オフセット都市ガスとは、天然ガスの採掘から燃焼までに発生するCO2を、別の場所の
取組みで吸収・削減したCO2で相殺すること(カーボン・オフセット)により、地球規模でのCO2削減に
貢献可能な都市ガスです。低・脱炭素化に対するニーズの高まりを受け、採用するお客さまが増えて
います。

～青梅市のお客さま～

青梅市新町8丁目8-13 TEL:0428-31-8111

ガス自体の脱炭素化スステテッッププ②

その① カーボン・オフセット都市ガスの普及

2050年カーボンニュートラルに
向けて、 CO2をリサイクルして
作る未来の都市ガス「e-メタ
ン」のメタネーション技術の開発
が進んでいます。
e-メタンとは、水素とCO2から
都市ガスの主成分であるメタ
ンを合成することで出来た都市
ガスのことを指します。
e-メタンの利用によって排出さ
れるCO2と回収されたCO2が
オフセット(相殺)されるため、
e-メタンの利用では大気中の
CO2は増加しません。

都市ガス会社皆で力を
合わせて2050年までに
ガスのカーボンニュートラル化
の実現を目指します！

※出典：我が国におけるカーボン・オフセット のあり方について（指針）第4版（環境省）より

カーボン・オフセット都市ガスは、すでにご案内が可能です。お問い合わせはこちら！
～福生市・羽村市・あきる野市・武蔵村山市

日の出町・瑞穂町のお客さま～

福生市本町17番の1 TEL:042-551-1621

※出典：（一社）日本ガス協会
「メタネーション技術を端的に示す図解（2023年5月版）」より

※こちらの記事は会員企業よりご提供いただいた情報で作成されています。掲載をご希望の方は、青梅法人会広報委員会までご連絡をお願いいたします。（掲載は有料となります。）

  



全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
・
国
税
庁
　
主
催
　

令
和
６
年
度
　
第
58
回
　
中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

公
益
社
団
法
人
　
青
梅
法
人
会
　
会
長
賞

　私
は
小
学
生
の
頃
、「
道
路
を
作
る
お
金
は
い
っ

た
い
ど
こ
か
ら
出
て
い
る
ん
だ
ろ
う
。」
と
、
ふ
と

思
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固

め
ら
れ
た
黒
い
道
。
道
路
は
私
に
と
っ
て
毎
日
毎
日
、

登
下
校
中
や
買
い
物
に
行
く
と
き
必
ず
私
の
目
に
入

る
。
い
つ
も
、
ず
っ
と
ず
っ
と
そ
こ
に
あ
る
。
ご
く

普
通
で
、「
当
た
り
前
」
の
も
の
で
す
。
き
っ
と
そ

れ
は
私
の
父
、
母
、
兄
、
姉
と
い
っ
た
家
族
に
留
ま

ら
ず
友
達
、
私
の
知
ら
な
い
人
た
ち
も
そ
う
で
し
ょ

う
。
そ
ん
な
「
当
た
り
前
」
の
道
路
を
作
る
お
金
が

ど
こ
か
ら
出
て
い
た
の
か
、
ず
っ
と
謎
で
し
た
。

　そ
ん
な
小
学
生
の
頃
の
疑
問
を
解
決
す
る
こ
と
が

で
き
た
の
は
、
ご
く
最
近
の
こ
と
で
す
。
学
校
の
授

業
で
税
の
こ
と
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
み
ん
な
に

と
っ
て
「
当
た
り
前
」
の
道
路
は
税
金
に
よ
っ
て
作

ら
れ
て
い
た
の
で
す
。
そ
の
こ
と
を
知
っ
た
私
は
思

わ
ず
、「
え
え
っ
！
」
と
声
を
出
し
て
驚
き
ま
し
た
。

私
に
と
っ
て
税
金
と
い
っ
た
ら
お
店
で
商
品
を
購
入

し
た
と
き
に
課
さ
れ
る
消
費
税
や
、
学
校
の
机
、
椅

子
に
使
わ
れ
て
い
る
税
金
で
し
た
。
し
か
も
税
金
は

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
信
号
や
陸
上
競
技
場
、
さ
ら
に

は
警
察
、
消
防
ま
で
た
く
さ
ん
の
「
当
た
り
前
」
を

作
っ
て
い
ま
し
た
。
授
業
が
終
わ
っ
た
後
友
達
に
、

「
税
金
っ
て
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
使
わ

れ
て
い
た
ん
だ
。
私
は
知
ら
な
か
っ
た
け
れ
ど
、知
っ

て
た
？
」と
尋
ね
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
友
達
は「
私

も
知
ら
な
か
っ
た
。
税
金
っ
て
す
ご
く
大
切
な
も
の

な
ん
だ
ね
。」
と
返
し
て
く
れ
ま
し
た
。
私
も
本
当

に
そ
う
思
い
ま
す
。
思
い
返
し
て
み
れ
ば
、
石
川
県

の
能
登
半
島
で
起
こ
っ
た
地
震
に
も
税
金
が
使
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
多
く
の
人
々
が
、「
税
金
が

あ
る
か
ら
い
い
や
。」
と
い
う
考
え
で
は
な
く
、「
困
っ

て
い
る
な
ら
助
け
合
わ
な
け
れ
ば
。」
と
い
う
気
持

ち
で
募
金
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
税
金
と
こ
の
募
金

は
似
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
お
金
を
払
っ

て
人
を
支
え
、
助
け
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
も
ち
ろ

ん
税
金
と
募
金
の
違
い
も
あ
り
ま
す
。
大
き
な
違
い

と
し
て
、
税
金
は
国
民
が
平
等
に
支
払
う
け
れ
ど
、

募
金
は
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
税
は
み
ん
な
が
平

等
と
い
う
意
味
で
「
当
た
り
前
」
な
の
だ
と
私
は
思

い
ま
す
。

　税
は
人
を
動
か
し
、
私
た
ち
の
生
活
に
深
く
深
く

関
わ
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
も
何
気
な
く
歩
い
て
い
る

道
路
、
安
全
を
示
し
て
く
れ
る
信
号
、
い
つ
も
信
号

機
前
で
見
守
っ
て
く
だ
さ
る
警
察
の
方
、「
当
た
り

前
」
は
当
た
り
前
で
は
な
い
ほ
ど
あ
り
が
た
い
も
の

で
し
た
。
私
も
大
人
に
な
っ
た
ら
き
っ
ち
り
と
税
金

を
支
払
っ
て
、
こ
の
日
本
に
貢
献
で
き
る
よ
う
頑
張

り
た
い
で
す
。

当
た
り
前
じ
ゃ
な
い
「
当
た
り
前
」
　青
梅
市
立
吹
上
中
学
校 

　三
学
年

　
　中
野

　凪

な
か
の

　
　な
ぎ

青梅税務署からのお知らせ

税理士による無料申告相談【事前申込みが必要です】

青梅税務署職員による出張相談【事前申込みが必要です】

青梅税務署での申告書作成・相談【LINEによる事前申込み・当日整理券配布】

【問合せ先】　〒198 - 8530　青梅市東青梅４－13－４　℡0428（22）3185（代表）
※お電話は、自動音声に従ってご用件の番号を選択いただくと、担当者がご用件にお答えします。

期　　　間
瑞穂町役場 1階

日の出町役場（3階第 1・第 2会議室）
羽村市役所（東庁舎４階会議室）

あきる野市五日市出張所（２階会議室）
あきる野ルピア（３階ルピアホール）

福生市役所（第１棟２階会議室）

瑞穂町大字箱根ヶ崎 2335
日の出町平井 2780
羽村市緑ケ丘 5-2-1
あきる野市五日市 411
あきる野市秋川 1-8

福生市本町５

1月３０日（木）～1月３１日（金）
1月３１日（金）

2月３日（月）～2月７日（金）
2月３日（月）～2月４日（火）
2月5日（水）～2月７日（金）
2月１０日（月）～2月1４日（金）

（２月１１日（火）祝日は除く）

会　　　場 所　在　地

●オンラインによる事前申込【必須事項】は、令和７年１月 10日（金）から可能となります。
　詳細につきましては、右記事前申込サイトを参照願います。
●税務署・会場で電話での受付は行っておりませんので、ご注意ください。
●相談時間は、午前９時００分から午後４時００までです。
　※あきる野ルピア会場のみ午前９時３０分から午後４時３０分まで
●申告書等の提出のみの場合は青梅税務署に直接お持ちいただくか、郵送で東京国税局業務セン
ター武蔵府中分室（【宛先】郵便番号 183-8510 東京都府中市本町４－２）にご提出ください。

事前申込サイト

期　　間

２月12日 (水 )

２月14日 (金 )

会　　場

檜原村役場（３階301会議室）

奥多摩町役場（地下１階会議室）

所　　在　　地

檜原村467-1

奥多摩町氷川215-6

申　込　先
042-598-1011（檜原村役場）

受付開始１月６日（月）午前９時～
0428-83-2190（奥多摩町役場）
受付開始２月３日（月）午前９時～

開　設　期　間

令和７年２月 17日（月）
～３月 17日（月）

※土、日、祝日を除く。

会　　場

青梅税務署
(３月２日 (日 ) は立川税務署で
のみ相談・受付を行います。)

所　在　地

青梅市
東青梅 4-13-4

【受付】
午前８時 30分～午後４時まで
（提出所は午後 5時まで）
【相談】
午前９時からです

時　　間

※令和 7年 1月 10日（金）から
　予約受付開始

注）税理士による無料申告相談の対象者は、小規模納税者 (事業所得、不動産所得または雑所得を有する方のうち、所得金額が
300 万円以下の方 )です。土地、建物及び株式の譲渡所得の申告がある方は青梅税務署での申告作成・相談をご利用ください。

https://coubic.com/o
mezei/booking_pages
#pageContent

LINE で「入場整理券」の事前発行はこちらから
LINE アプリで国税庁の公式LINE アカウントを友だち追加してください。

申告作成は
こちらから！

確定申告は、ご自宅でスマホ
による申告がおすすめです！
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費
税
や
、
学
校
の
机
、
椅

子
に
使
わ
れ
て
い
る
税
金
で
し
た
。
し
か
も
税
金
は

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
信
号
や
陸
上
競
技
場
、
さ
ら
に

は
警
察
、
消
防
ま
で
た
く
さ
ん
の
「
当
た
り
前
」
を

作
っ
て
い
ま
し
た
。
授
業
が
終
わ
っ
た
後
友
達
に
、

「
税
金
っ
て
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
使
わ

れ
て
い
た
ん
だ
。
私
は
知
ら
な
か
っ
た
け
れ
ど
、知
っ

て
た
？
」と
尋
ね
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
友
達
は「
私

も
知
ら
な
か
っ
た
。
税
金
っ
て
す
ご
く
大
切
な
も
の

な
ん
だ
ね
。」
と
返
し
て
く
れ
ま
し
た
。
私
も
本
当

に
そ
う
思
い
ま
す
。
思
い
返
し
て
み
れ
ば
、
石
川
県

の
能
登
半
島
で
起
こ
っ
た
地
震
に
も
税
金
が
使
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
多
く
の
人
々
が
、「
税
金
が

あ
る
か
ら
い
い
や
。」
と
い
う
考
え
で
は
な
く
、「
困
っ

て
い
る
な
ら
助
け
合
わ
な
け
れ
ば
。」
と
い
う
気
持

ち
で
募
金
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
税
金
と
こ
の
募
金

は
似
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
お
金
を
払
っ

て
人
を
支
え
、
助
け
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
も
ち
ろ

ん
税
金
と
募
金
の
違
い
も
あ
り
ま
す
。
大
き
な
違
い

と
し
て
、
税
金
は
国
民
が
平
等
に
支
払
う
け
れ
ど
、

募
金
は
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
税
は
み
ん
な
が
平

等
と
い
う
意
味
で
「
当
た
り
前
」
な
の
だ
と
私
は
思

い
ま
す
。

　税
は
人
を
動
か
し
、
私
た
ち
の
生
活
に
深
く
深
く

関
わ
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
も
何
気
な
く
歩
い
て
い
る

道
路
、
安
全
を
示
し
て
く
れ
る
信
号
、
い
つ
も
信
号

機
前
で
見
守
っ
て
く
だ
さ
る
警
察
の
方
、「
当
た
り

前
」
は
当
た
り
前
で
は
な
い
ほ
ど
あ
り
が
た
い
も
の

で
し
た
。
私
も
大
人
に
な
っ
た
ら
き
っ
ち
り
と
税
金

を
支
払
っ
て
、
こ
の
日
本
に
貢
献
で
き
る
よ
う
頑
張

り
た
い
で
す
。

当
た
り
前
じ
ゃ
な
い
「
当
た
り
前
」
　青
梅
市
立
吹
上
中
学
校 

　三
学
年

　
　中
野

　凪

な
か
の

　
　な
ぎ

青梅税務署からのお知らせ

税理士による無料申告相談【事前申込みが必要です】

青梅税務署職員による出張相談【事前申込みが必要です】

青梅税務署での申告書作成・相談【LINEによる事前申込み・当日整理券配布】

【問合せ先】　〒198 - 8530　青梅市東青梅４－13－４　℡0428（22）3185（代表）
※お電話は、自動音声に従ってご用件の番号を選択いただくと、担当者がご用件にお答えします。

期　　　間
瑞穂町役場 1階

日の出町役場（3階第 1・第 2会議室）
羽村市役所（東庁舎４階会議室）

あきる野市五日市出張所（２階会議室）
あきる野ルピア（３階ルピアホール）

福生市役所（第１棟２階会議室）

瑞穂町大字箱根ヶ崎 2335
日の出町平井 2780
羽村市緑ケ丘 5-2-1
あきる野市五日市 411
あきる野市秋川 1-8

福生市本町５

1月３０日（木）～1月３１日（金）
1月３１日（金）

2月３日（月）～2月７日（金）
2月３日（月）～2月４日（火）
2月5日（水）～2月７日（金）
2月１０日（月）～2月1４日（金）

（２月１１日（火）祝日は除く）

会　　　場 所　在　地

●オンラインによる事前申込【必須事項】は、令和７年１月 10日（金）から可能となります。
　詳細につきましては、右記事前申込サイトを参照願います。
●税務署・会場で電話での受付は行っておりませんので、ご注意ください。
●相談時間は、午前９時００分から午後４時００までです。
　※あきる野ルピア会場のみ午前９時３０分から午後４時３０分まで
●申告書等の提出のみの場合は青梅税務署に直接お持ちいただくか、郵送で東京国税局業務セン
ター武蔵府中分室（【宛先】郵便番号 183-8510 東京都府中市本町４－２）にご提出ください。

事前申込サイト

期　　間

２月12日 (水 )

２月14日 (金 )

会　　場

檜原村役場（３階301会議室）

奥多摩町役場（地下１階会議室）

所　　在　　地

檜原村467-1

奥多摩町氷川215-6

申　込　先
042-598-1011（檜原村役場）

受付開始１月６日（月）午前９時～
0428-83-2190（奥多摩町役場）
受付開始２月３日（月）午前９時～

開　設　期　間

令和７年２月 17日（月）
～３月 17日（月）

※土、日、祝日を除く。

会　　場

青梅税務署
(３月２日 (日 ) は立川税務署で
のみ相談・受付を行います。)

所　在　地

青梅市
東青梅 4-13-4

【受付】
午前８時 30分～午後４時まで
（提出所は午後 5時まで）
【相談】
午前９時からです

時　　間

※令和 7年 1月 10日（金）から
　予約受付開始

注）税理士による無料申告相談の対象者は、小規模納税者 (事業所得、不動産所得または雑所得を有する方のうち、所得金額が
300 万円以下の方 )です。土地、建物及び株式の譲渡所得の申告がある方は青梅税務署での申告作成・相談をご利用ください。

https://coubic.com/o
mezei/booking_pages
#pageContent

LINE で「入場整理券」の事前発行はこちらから
LINE アプリで国税庁の公式LINE アカウントを友だち追加してください。

申告作成は
こちらから！

確定申告は、ご自宅でスマホ
による申告がおすすめです！

KODAMA21  
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地
元
の

お
す
す
め 

飲
食
店

〜
法
人
会
推
薦
〜

　羽
村
市
小
作
台
の
「
和
風
肉
ビ
ス
ト
ロ
　

空
楽
」
は
、
肉
料
理
が
メ
イ
ン
の
創
作
居
酒

屋
。
和
食
居
酒
屋
出
身
の
オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
・

伊
藤
巧
さ
ん(

41)

が
、
食
材
や
調
理
法
に

和
の
要
素
を
取
り
入
れ
た
逸
品
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

〝
和
〞
に
こ
だ
わ
っ
た
創
作
料
理

　
子
ど
も
の
と
き
か
ら
料
理
が
好
き
だ
っ
た
と

い
う
伊
藤
さ
ん
。
20
代
前
半
の
頃
、
社
員
と
し

て
勤
め
て
い
た
和
食
居
酒
屋
で
料
理
長
と
な
り
、

「
28
ま
で
に
自
分
の
店
を
出
す
」
と
決
意
。
自
店

舗
だ
け
で
な
く
エ
リ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
仕
事

も
任
せ
ら
れ
、「
す
べ
て
の
こ
と
が
経
営
の
勉
強

に
な
っ
た
」
と
話
し
ま
す
。

　
28
歳
で
、
魚
と
旬
の
野
菜
を
中
心
に
し
た
和

食
居
酒
屋
「
旬
菜
彩
房 

空
楽
」
を
オ
ー
プ
ン
。

コ
ロ
ナ
禍
の
２
０
２
１
年
に
店
内
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
、
肉
料
理
が
メ
イ
ン
の
「
和
風
肉
ビ
ス

ト
ロ
　
空
楽
」
と
な
り
ま
し
た
。

　「
メ
ニ
ュ
ー
は
基
本
的
に
肉
料
理
で
す
が
、
僕

は
和
食
を
学
ん
で
き
た
の
で
、
絶
対
に
和
の
要

素
を
取
り
入
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
炭
火

で
の
調
理
方
法
、
わ
さ
び
等
の
和
の
食
材
を
使

用
し
た
り
。
そ
こ
に
は
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
」。

香
り
高
い
炭
火
で
焼
き
上
げ
る
和
牛
の
炭
火
焼

き
、
２
種
類
の
和
風
ソ
ー
ス
で
食
べ
る
旬
野
菜

の
和
風
バ
ー
ニ
ャ
カ
ウ
ダ
、
出
汁
の
し
み
込
ん

だ
牛
す
じ
大
根
な
ど
、
和
に
こ
だ
わ
っ
た
創
作

料
理
の
数
々
を
堪
能
で
き
ま
す
。

人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

　
伊
藤
さ
ん
は
「
コ
ロ
ナ
禍
は
本
当
に
大
変
で

し
た
。
で
も
そ
の
と
き
に
、
自
分
は
経
営
者
と

し
て
、
自
由
に
動
け
る
よ
う
に
な
ら
な
い
と
ダ

メ
だ
と
気
が
付
き
ま
し
た
。
肉
を
メ
イ
ン
に
し

た
こ
と
で
、
現
場
を
あ
る
程
度
任
せ
て
、
外
に

出
て
い
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
振
り
返

り
ま
す
。

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
は
、
経
営
者
と
し
て
商
工

会
や
地
域
の
活
動
に
も
積
極
的
に
参
加
。
そ
の

結
果
、
横
の
つ
な
が
り
が
ど
ん
ど
ん
と
広
が
り
、

お
店
に
来
て
く
れ
る
人
も
増
え
た
と
い
い
ま
す
。

商
工
会
青
年
部
で
は
部
長
に
就
任
す
る
な
ど
、

活
躍
の
場
が
増
え
て
い
ま
す
。

　「
10
年
ほ
ど
前
に
、
羽
村
の
姉
妹
都
市
で
あ
る

山
梨
県
北
杜
市
の
商
工
会
青
年
部
の
方
と
知
り

合
い
、
今
で
も
仲
良
く
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

お
店
の
メ
ニ
ュ
ー
に
北
杜
の
お
酒
を
置
い
て
い

て
、
お
米
も
す
べ
て
北
杜
の
お
米
を
使
っ
て
い

ま
す
。
商
工
会
の
横
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し

て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
笑
顔
で
語
り
ま
し
た
。

法
人
会
が
、
お
す
す
め
の
店
舗
や
食
の
情

報
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
。

今
回
は
、
小
作
駅
前
の
居
酒
屋
「
空
楽
」

で
す
。

〒205-0001
東京都羽村市小作台１-15-２　
ベルベデール・シモダ２階　
℡042・578・3295

【店舗情報】
ランチ ( 月～金 )＝午前 11 時～午後３時、
ディナー＝午後５時～午前１時　　不定休

「1 番人気は牛ハラミの炭火焼き。ランチのロースト
ビーフ丼もオススメです」と話す伊藤さん。

雰
囲
気
の
よ
い
個
室
で
、
和
風
の
肉
料
理
を
楽
し

め
ま
す
。
ワ
イ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、青
梅
の「
澤
乃
井
」、

北
杜
の
「
七
賢
」
な
ど
日
本
酒
の
種
類
も
豊
富
。

休



23  KODAMA

青梅法人会　新入会員のご紹介 ( 令和 6 年 9 月〜 12 月 )　

所属支部名 事業所名 代表者名 業 種

青梅第二支部 ㈲ケイ・コーポレーション 小野　紀子 飲食業

青梅東部支部
㈱ホーショー 原島　邦明 一般貨物運送業

西多摩商会㈱ 本橋　大輔 地域商社

青梅南部支部
㈱ LoveThree 三好竜一郎 美容機器輸入・販売

㈱ティア ( 東青梅・河辺 ) 西片　健史 葬祭業

奥多摩支部 Alsomitra Jewelry Craft and cafe 関　　大樹 シルバージュエリー製作販売・カフェ

福生支部
㈱ターントミエル 若狭　真一 厨房機器メンテナンス等

㈱友心 久保　勝則 社会福祉事業

羽村東支部

季節料理　さわら 佐久間忠廣 飲食店

㈲川島土木 川島　　勉 建設業

㈱伊東植木 伊東真之介 造園業

1/4KARAT 安田　英司 飲食業

羽村西支部

㈱ Cherry Corporation KIJIMA CHERRYYN CORPUZ 飲食業

会員制居酒屋 MAR-MAR 小濱　真弓 飲食店

スナック WILL Ⅱ 安藤　愛樹 飲食店

瑞穂第二支部

㈱エステール ecp 河野　直樹 バイオマス製造機器販売

ANDREJ 西沢ゴーメスアンドレ寿美男 リフォーム業

グルンド東京㈱ 山本　　学 推進工事

秋川支部 ㈱ケーライン 上田　雄太 運輸業

五日市支部 五縁堂 石川　敏之 卸小売

日の出支部 ㈱アオキサービス 青木　安司 浄化槽点検・管工事

編集後
記 広報委員会　白井 順子

　令和７年 へび年がスタートしました。
　へび ( 巳 ) は脱皮を繰り返すことから復活と再
生を連想し、不老長寿や強い生命力の象徴と考え
られているとのことで、今年は「富と繁栄の巳年」
だそうです。
　本誌を手に取ってくださった皆さんの今年一年
がそのような年になることを祈っております。
　さて私事ですが、この KODAMA 編集委員とし
て関わらせていただいてから一年半が過ぎようと
しています。これまで PTA 役員の中でも広報を担
当したことはなく、初めての編集作業に無い知恵
を絞っております。
　様々な分野で活躍している方、地域の行事や飲
食店等、予め各ページの候補を提示していただき、
委員会の中で検討していきます。近隣の市町村は
勿論、私が住む青梅のことも知らないことが多く、
私にとっては新たな発見の場にもなっています。
　これからも KODAMA を手にしてくださる皆さ
んに、地域の様々な情報をお届け出来るよう、微
力ながら関わらせていただきます。

広報委員会からのお知らせ

KODAMA162 号をお読みいただきあり
がとうございました。皆様の感想をぜ
ひお聞かせください。アンケートにお
答えいただいた方の中から抽選で 5 名
の方に【QUO カード 1,000 円分】をプ
レゼントいたします。

青梅法人会では公式 LINE を立
上げました。イベントの告知
や入会申込もこちらで出来る
ようになりました。是非登録
をお願いします。

▲アンケートは
　こちらから

お詫びと訂正 KODAMA161 号 11 ページ掲載記事の中で青梅法人会公益事業委
員会環境エンタメ部会・長塚弘司様のお名前を間違えて記載して
おりました。確認不足に伴う誤表記によりご迷惑おかけしました
事を深くお詫び申し上げます。（事務局・広報委員会）

情報誌 KODAMA 読者アンケート
5名の方に

QUOカード1,000円分 をプレゼント！
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